
 今年も残りわずかとなりました。2024年、皆さんにとってどんな1年

でしたか？私は4月に「埼玉県こども動物自然公園」からこの「コウノ

トリ野生復帰センター 天空の里」に赴任し、仕事面ではこれまでと大

きく変わった1年となりました。特にこちらに来てからは「モノづく

り」にたくさん挑戦しました。 

 

 花(♀)の誕生日での押し花しおり、マイクロプラスチックのキーホ

ルダー、ペットボトルキャップでのコウノトリマグネット・クリッ

プ、来館記念スタンプ、七夕飾り、クリスマスリース…などなど、コ

ウノトリにまつわるモノをたくさん作りました！どれもこれも初めて

で苦戦もしましたが、みなさんと共にコウノトリや環境のことを考え

るきっかけになったのではないかと思います。 

 

 

「よいお年を☆」  ２０２４年１２月３０日  

コウノトリ 



天空の里 鴻巣市コウノトリ野生復帰センター 

飼育担当：ほっぴー 

 そして我々飼育係としては、新たな方法での「擬卵(ぎらん)」作りに

挑戦しました！擬卵とは、本物のたまごに似せて作ったニセモノのたま

ごのことです。飼育下での鳥類の繁殖時には、いろいろな場面でこの擬

卵は使われます。何度も何度も試行錯誤し、時には思わぬ失敗をしなが

ら、本物そっくりで、かつ強度もあり、そして量産できるかたちにたど

り着くことができました♪これは我々にとってはとても喜ばしい成果で

した。 

 

 

 

 

 さて来年は、天空の里としての願いはただひとつですね★楽しみに準

備を進めていきたいと思います。 

 さいごに、お知らせです。来年も年明けにお正月イベントも実施しま

す♪みんなでコマ回しや竹馬といったむかし遊びを体験してみたり、

2025年の干支であるヘビの抜け殻を使ったカード作りができます！さら

に1月26日には「こうのとりマルシェ」も開催予定となっており、来年

も楽しいイベントをたくさん準備してお待ちいたしております！ 

 2025年が皆さんにとっても、コウノトリにとっても、素敵な1年にな

りますように。それでは、よいお年をお過ごしください☆ 

作成した擬卵 

 


